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日本古代史についての認識
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この部分の歴史が知りたい！



重点テーマ

• 当会が目指すのは、古代史全般では無い。

– その中の特定の分野です。

• 時代と地域

– 時代は、日本人の起源から、弥生・古墳時代まで。

– その中で、特筆すべきものが、邪馬台国の時代と地域

– 地域は、

• 日本と大陸との交流が、日本人の起源と歴史に大きな影響が与えた。

• 日本人の起源では、アフリカ大陸を出て、日本に至るルートが問題で、
地域の巾が広がる。

• 方法

– 日本の文献史料

• 歴史家が認めない古事記・日本書紀・風土記などの文献史料を採用

– 科学的年代論

• 絶対年代が科学的に判明するとしたら、古代史の解明は近いが、

現状は、それと程遠い、嫌な懸念される状況にある。
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私達が知りたい歴史

• どんなレベルの歴史を求めるのか？

• 子供たちが、社会を学び、理解するのに必要な歴史

• 専門家が、その知的興味を追求する高度で詳細な歴史

• 例 ： 個々の考古学遺跡・遺物の細部

• 例 ： 青銅鏡の文様の細部や形式

☆経験を積んだ社会人が、自己と自己の居る社会の背景を改めて、振り返った時に、
知りたいと思う歴史

• 人と社会のつながりが基盤にある歴史

• 民族・社会集団・国家などの人間の集団の消長

• 外交・軍事・経済・戦略・技術・文化

• 人間集団の社会基盤

• 生存基盤・経済・流通・地理・
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歴史解明の基盤

• 文献を取り扱う歴史家が、神話時代と評された歴史をないがしろにしている現状で、
私達＝非歴史専門家が、解明を行えるのか？

• 私達（非歴史専門家）が、新事実の発見・新しい解釈が出来るのか？

歴史家に任せるべきで、発掘も、文書の解釈もできない人達は、解明される時
を待つべきでしょう。と云う意見もある。

• ネット社会になり、データ公開が行われる現代の社会では、

• 歴史家と同等レベルの史料を入手できる状態になった。

• 論文、遺跡発掘報告書など、ネット上で公開されている。

• 国会図書館は、一般人にも開放されている。 （今も、昔も）

• 古代史の研究の基盤は、多くの科学・社会科学に依存する。

• 地理学、医学、農学、生物学、言語学、民俗学、民族学等々

• 科学的年代測定法・DNA解析

• 科学の分野の成果を取り扱える人々が、歴史解明には有用

• 科学を理解し、その成果を適正に扱える歴史家が、どれだけいるのか？
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解明に関わる学問分野

• 多様な学問分野で、古代史に関連する研究が行われています。

– 建築学、地理学、医学、農学、生物学、言語学、民俗学、民族学等々。

• これらの科学的成果を古代史に取り入れ、解明につなげたい！

• 古代史に関わるのは、考古学だけでは無い。

– 古事記・日本書紀・風土記などの日本の文献史料

– 神社仏閣に残る、伝承・碑文・文献

– 地域に残る伝承・碑文

» 神社の主祭神、神社の分布

– 社会科学・科学の分野

– 建築学、地理学、医学、農学、生物学、言語学、民俗学、民族学等々

» 目的の時代の地理環境、気候、生物（植物）、

» DNA解析

 様々な分野の知識が、古代史の解明には必要です。

• 史料の少ない古代史では、周辺科学・周辺学問分野の手助けが必要です。

 1人の歴史家が、周辺科学を、周辺学問分野を、理解できるのか？

正しく利用できるのか？

 現在のプロの歴史家が、正しく周辺科学を使いきれているのか？ 疑問です。

6



周辺科学・周辺学問分野

• 1人の歴史家が、数多くの分野を正確に理解し、正しく利用できないならば、どうすべきか？

– 多様な学問分野を古代史に活用するには、古代史に興味を持つ、

多様なバックグラウンドを持つ人々の協力・支援が役立ちます。

• 1人の個人でできなかったら、多くの人の力を合わせれば、可能性が出てきます。

• 日本古代史ネットワークの参加者は、多様性をもって経歴を持つ、その道のエキスパート
が居るはずです。

– その方たちの力（能力）が生きてくるはずです。

• 解明の可能性を示す方法

– 特定のテーマを検討することとします。

• その時代が特定できれば、

– その時代の、その地域の、地形、気象環境を、協力賛同者が調べ報告する。

» 報告を聞き、理解して、解明の基礎データとする。

– その時代の、遺跡（戦争であるならば、高地性集落の分布、地域・時期）を調べ、一覧
表とする。（目的のものが有れば、活用）

» 一覧表から、地図のスキルのある人が、地図上に時期毎に遺跡を表示する

• 地図上に時期毎に、表示される遺跡を見ると、遺跡に関わる動きが、共有
できる。 新しい視点がそこから生まれる。
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１次渡来民と初期水田・支石墓 1次渡来民との戦いの補足

雀居遺跡

梅白遺跡

板付遺跡

金隈遺跡

菜畑遺跡

曲り田遺跡

橋本一丁田遺跡
新町遺跡

長野宮ノ前遺跡

志登遺跡

石ヶ崎遺跡

井田用会遺跡

新町・長野宮ノ前遺跡は戦傷者が各２名
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甕棺内の戦傷遺跡（橋口達也「弥生時代の戦い」中ＫⅠ・Ⅱ：早期）

宇木給田遺跡ｘ3

曲り田遺跡 三雲石橋遺跡

三雲石ヶ崎遺跡
潤地頭給遺跡ｘ2

飯氏遺跡ｘ2

周船遺跡

板付遺跡

有田遺跡

吉武大石
遺跡ｘ6

吉武高木
遺跡ｘ3

須玖岡本遺跡

永岡遺跡ｘ2

西小田遺跡
ｘ9

菜畑遺跡

長野宮ノ前遺跡

新町遺跡



２次渡来 直後の戦い ： 新町遺跡では

• 糸島市新町遺跡を訪問

• 弥生早期の支石墓墓域に

甕棺の入る墓域が侵入し

新住民の墓地に置き換わる。
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外の地域の実態を
早良平野の例で確認する。

1

1

早良平野の時代毎の
遺跡分布図で見る。

この書籍中では、
初期の水田稲作
が行われた時期
は、「縄文晩期」
としている。これ
を弥生早期と記
すことあり。

縄文晩期との表
現を残し、使用
する。
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特設展図録
「早良王墓とその時代」
福岡市立歴史史料館

の図に着色
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早良平野の弥生遺跡分布を読む

• 弥生前期の遺跡は、何を意味するのか？

• 縄文時代の遺跡 には、縄文以前の遺跡と、一万年を超える縄文時代の長い長い時代の遺跡と

縄文晩期の初期水田稲作の遺跡が含まれる。

• その全ての縄文遺跡（集落）には、弥生前期の遺跡が重なって現れた。（下図を参照）

 （32.77の遺跡は、縄文のもっと古い時代の遺跡で、弥生時代の痕跡は無い。）

・ 弥生渡来民が、弥生前期に早良平野に入った時、その地域の縄文人の集落を襲い、その集落の地に
弥生集落を築いたものと考えられる。

その結果早良平野では
• 弥生前期・中期と集落が平坦な地域

全体に広がり、水田開発が進み、豊か

な農業地帯となったものと推定。

• 中期には、王が、他の多くの人々とは

違った生活を始め、大きな建物を築いた。

• その王墓は、弥生中期に出たが、その

後は早良平野からは無くなり、福岡平

野に移動する。

• 集落自体は、後期まで継承する。
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弥生初期の土器変遷図
第47回 埋蔵文化財研究集会

弥生文化の成立
－各地域における弥生文化成立期の

具体像－ 発表要旨集
2000年2月11・12日高知城ホール
北部九州における弥生文化の成立

福岡市教育委員会菅波正人氏の図より

• １次渡来民が使用した夜
臼I式・夜臼IIa式・夜臼式
IIb式は、ある段階から、

• 同時期に、

• 全ての場所で、

2次渡来民の遠賀川式
土器(板付II式)に置き換
わった。

• 両方式が並存する時期が
あることから、この変換期
には、

• 全員抹殺ではなく、

• 多くの住民（特に土器を
製作した女性達）は、生
き延びたもの

と推察する。
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多くの人達の力を合わせるには

• テーマと決めて、

• 基本的なレポートを行い

• 課題・問題を全員で把握

• 解明に必要な、

• 文献を調べ

• 関連科学・学問を列挙し、

• 調べる分野を選んで、調べる人を選ぶ

• 調査報告を聞き、基礎情報を理解し、

• 文献検討・考古資料などを再検討

• 複数の報告者が、調査結果を踏まえてまとめ、報告

• 報告を聞き、

• その結果を討議

• 判明したこと、しなかったことを含めて

• 該当テーマの取りまとめを行う。

• 結論が出れば幸い

• でなければ、残る課題をまとめる。

• こんな方法を採り、やって行き、試行錯誤しながら、より良い方法を探して、解明して行きたい。
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解明作業の原則

• 科学的に、論理的に

• 古代史はロマンですが、実証主義で共同作業を行う。

• 仮説を立て、述べる場合には、

1.根拠となる事実を示すこと、

その根拠が信頼の置けるものであることを示す。

2. その根拠から導き出せる可能性を複数示し、

どの可能性を選択したか示すこと。

• 根拠を示せない論は、

1.基本的には取り上げない。

• 歴史研究で云う、『史料批判』を行うことを大原則とする。

• 論拠とする史料について

• その史料の信頼性を検証すること

• その史料から導き出せる可能性のある複数の推論を示す

• 複数の可能性を検討し、

• 真実を求める
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解明作業の原則 その２

• 歴史は、時間軸と空間を扱う

☆古代の文献では、時間軸が不正確であったり、歪んだりしている。

• 時間軸を示すものを探し出す、

• 家系図などから時間軸を取り出す

• 遺物の年代推定を利用

• 土器編年・青銅器の形式・鏡の形式・科学的年代測定

• 空間・地域の情報を探し出す、

• 神話・伝承と地域の遺物・神社との対応関係を調査

• 説を述べる・記述する場合に時間軸と空間の記述を入れること

• 一覧表・グラフ・地図・模式図

• 共通認識を図るためには、図表により、『見える化』をはかることが役立つ。

• 『見える化』により、歴史認識が明瞭になる。

• 新しい視点が見つかり、認識を改める（発見する）ことがある。
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解明のための方法論

• 以上の説明を、一つのたたき台として、

• 皆さまの意見を披露して頂き、

• 解明のための方法論を作り上げて行きたい。

• 皆様のご協力をお願い致します。

• 日本古代史ネットワーク研究会

• 古代史研究の方法論 （2020年12月）東京

• 日本人の起源 （2021年 1月） 東京

• 弥生時代から古墳時代 （2021年 2月）東京

• 邪馬台国論 （2021年 3月） 東京

• 科学的年代測定法とその適用

• 日本書紀・古事記・風土記の世界

• 大陸との交流
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